
・大宮北保育所（仮称）来春開所へ　　
・KTR 土・日、祝日片道200円に　ほか　

主な内容

2011
平成23年

7月号

vol.84vol.88

広報広報

特集 夏の思い出は、京丹後で。



（行き）
　KTR久美浜駅 17：46発
　KTR網野駅 18：09着
　丹海バス「網野駅前」 18：26発
　丹海バス「間人」 18：52着
（帰り）
　丹海バス「間人」 臨21：15発
　丹海バス「網野駅前」臨21：41着
　KTR網野駅 22：10発
　KTR久美浜駅 22：32着

（行き）
　KTR丹後大宮駅 17：56発
　KTR峰山駅 18：02着
　丹海バス「峰山駅前」 18：07発
　丹海バス「間人」 18：44着
（帰り）
　丹海バス「間人」 臨21：15発
　丹海バス「峰山駅前」臨21：52着
　KTR峰山駅 22：03発
　KTR丹後大宮駅 22：09着

　防波堤を使って、３
カ所から打ち上げます。
幅の広いパノラマ花
火を見てください。特
にフィナーレは、感動
します！

P

　7月30日（土）
    20時40分～21時15分
　網野町浅茂川　浅茂川海水浴場周辺
　有・約200台（無料）
　水無月祭典委員会（　72-0009）

P

　8月9日（火）
    19時30分～20時30分
　久美浜町    アメニティー久美浜公園
　有・約500台（無料）
　千日会観光祭実行委員会
  （　82-1781）

　　担当
花火師
 に聞く

「
防
波
堤
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
大
パ
ノ
ラ
マ
」

「
大
玉
を
引
き
立
た
せ
る
型
物
」

　菊や牡丹の大玉の引
き立て役に、ハート型
やアニメのキャラクタ
ー型の花火を打ち上げ
ます。桜型花火も打ち
上げますので、見つけ
てみてください。

ぼ　たん

時刻表
の表記

19時30分～20時30分19時30分～20時30分

7/257/25（月）（月）

20時30分～21時15分20時30分～21時15分
間人みなと祭り間人みなと祭り（丹後町）（丹後町）

（土）（土）

20時40分～21時15分20時40分～21時15分
（網野町）（網野町）浅茂川水無月祭浅茂川水無月祭

7/307/30

約1200発約1200発

約800発約800発

約900発約900発

8/98/9（火）（火）

千日会観光祭千日会観光祭（久美浜町）（久美浜町）
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（写真提供：岡田博之さん【久美浜町】）

　ゆったりと花火を
打ち上げます。海面
に映る花火と流れる
灯籠とのコラボレー
ションをお楽しみく
ださい！

　　担当
花火師
 に聞く

「
情
緒
あ
る
灯
籠

　
　
　
　
　
と
の
コ
ラ
ボ
」

　　担当
花火師
 に聞く

　
夏
を
楽
し
む
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
・

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
家

族
や
友
人
と
一
緒
に
、
市
内
に

繰
り
出
し
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い

京
丹
後
の
思
い
出
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　7月25日（月）
    20時30分～21時15分
　丹後町間人　間人港公園
　有・約500台（無料）
　間人みなと祭り実行委員会
  （　 75-0437）

P

アクセス

久美浜方面から

大宮・峰山方面から

（行き）
　KTR丹後大宮駅 17：56発
　KTR網野駅 18：09着
　丹海バス「網野駅前」 18：26発
　丹海バス「網野高校前」 18：32着
（帰り）
　丹海バス「網野高校前」臨21：30発
　丹海バス「網野駅前」 臨21：36着
　KTR網野駅 21：55発
　KTR丹後大宮駅 22：09着

（行き）
　KTR久美浜駅 17：46発
　KTR網野駅 18：09着
　丹海バス「網野駅前」 18：26発
　丹海バス「網野高校前」 18：32着
（帰り）
　丹海バス「網野高校前」臨21：30発
　丹海バス「網野駅前」 臨21：36着
　KTR網野駅 22：10発
　KTR久美浜駅 22：32着

アクセス

久美浜方面から

大宮・峰山方面から

夏の思い出は、京丹後で。
特集

花
火
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夏
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り
編

花
火
・

夏
祭
り
編

（行き）
　KTR丹後大宮駅17：56発
　　　　　　　　
KTR 峰山駅　　18：02発
　 　　　
KTR 網野駅　　18：09発　
　　　　　　
KTR 久美浜駅　18：31着

（（帰り）
　KTR久美浜駅　21：33発
　　　　　　　　
KTR 網野駅　　21：55着
　
KTR 峰山駅　　22：03着　
　　　　　　
KTR 丹後大宮駅22：09着

アクセス

　
「間人」　
「峰山駅前」

「丹後庁舎前」
「網野駅前」　

　
17：03発
17：40着

17：31発
18：02着

「網野駅前」　  
「丹後庁舎前」  

「峰山駅前」　 
「間人」

臨22：05発
臨22：36着

臨22：10発
臨22：47着

接続

接続

大宮・峰山方面から

丹後町・弥栄町方面から

網野町・丹後町方面から

丹後町・弥栄町方面へ

網野町・丹後町方面へ

丹海バス

花火・夏祭りには、公共交通を利用してみませんか。
丹海バスは「臨時バス」を運行します。

ＫＴＲ
丹海バス 22011.073 2011.063 2011.07
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◆全国大会に向けて、操法訓練に頑張っています
　10月19日（水）、横浜市消防訓練センターで
開催される「第20回全国女性消防操法大会」に、
京都府の代表として京丹後市女性消防隊が、7
月から本格的な訓練を行っています。皆さんも
応援してください。
　

京丹後市女性消防隊
　　　　　（市内在住・在勤）
　　

今月の笑顔

前列左から：
　

後列左から：

◆表紙の撮影場所
　市消防本部（峰山町）（6月28日の基礎訓練後）
　
表紙企画「今月の笑顔」に登場していただけるかたを募
集しています。ご希望のかたは広報係（�69-0110）
までご連絡ください。

中村恵美さん（峰山町丹波）、袖長照美
さん（網野町網野）、山下理恵さん（大宮町
善王寺）、吉岡紀子さん（峰山町長岡）。

朝倉えりかさん（峰山町杉谷）、羽賀真
琴さん（弥栄町野中）、中島理恵子さん、（峰
山町杉谷）由良飛鳥さん（網野町網野）、
永砂恵美さん（網野町高橋）。
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20時30分～21時00分20時30分～21時00分

地図

まだまだある

京丹後の花火

　コンパクトデジタルカメラでも、きれいな写真が撮れます。
準備　デジタルカメラ、三脚
設定　「花火モード」、「夜景モード」があればok。なければ、「マニュア

ルモード」で、ISO感度は100、シャッター速度は5秒以上（～15
秒程度まで）、絞り（Ｆ値）の調整ができるカメラなら、Ｆ11を目
安に調整します。

撮影　三脚に固定して手ブレを防ぎます。（三脚は、他の観覧者の迷惑
になることもあるので、気をつけて使用しましょう）三脚がなけ
れば、セルフタイマーを使っても手ブレを防げます。

　　

広報マンの
　　　ワンポイントアドバイス

夏の思い出に、花火の写真をとってみませんか？

42011.07

写真が明るすぎる場合は、露出補正でマイナスにします。
シャッターのタイミングは、花火が開く直前です。

地図

地図

　花火は、絶妙のタイミングで打
ち上げます。ゼロコンマの世界で
刻む打ち上げ音も、花火の印象に
深く関わります。心地よい打ち上
げ音にも耳を傾けてみてください。

花
火
・

夏
祭
り
編

花
火
・

夏
祭
り
編

（弥栄町）（弥栄町）

光
と
音
で
奏
で
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
花
火

光
と
音
で
奏
で
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
花
火

　２部構成になっ
ており、第２部では
音楽に合わせてリ
ズミカルに花火を
打ち上げます。花火
が踊り出す「光のミ
ュージカル花火」に
期待してください！

「
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
り
出
す
」

やさか納涼祭やさか納涼祭

　7月16日（土）
    20時30分～21時00分
　弥栄町鳥取　丹後あじわいの郷
　入園料大人500円・子ども200円
　（15時以降は大人・子どもとも無料）　
　有・1400台（鳥取小に駐車する場合は、
　シャトルバス利用で1人100円）
　やさか納涼祭実行委員会
  （　 65-3137）

P

7/167/16（土）（土）

（弥栄町）（弥栄町）野間納涼祭野間納涼祭
8/158/15（月）（月）

（丹後町）（丹後町）中浜みなと祭中浜みなと祭

（久美浜町）（久美浜町）
小天橋夏祭りすいすいびーち
ナイトカーニバル
小天橋夏祭りすいすいびーち
ナイトカーニバル

（網野町）（網野町）小浜離山弁天祭小浜離山弁天祭
7/17（日）7/17（日）

　　担当
花火師
 に聞く

　　担当
花火師
 に聞く

（大宮町）（大宮町）

（峰山町）（峰山町）

フェスタ『飛天』
2011 in 京丹後
フェスタ『飛天』
2011 in 京丹後

8/78/7（日）（日）

20時00分～20時30分20時00分～20時30分

10時00分～21時00分（開催時間）10時00分～21時00分（開催時間）

口大野夏祭り
納涼花火大会
口大野夏祭り
納涼花火大会

8/78/7（日）（日）

「
打
ち
上
げ
音
で
印
象
深
く
」

P

　7月17日（日）
    20時45分～21時00分
　網野町小浜　離湖周辺
　有・約50台（無料）
　小浜離山弁天祭実行委員会
  （　 72-2297）
　※今年の花火は、大幅に規模を
　　縮小して実施します

P

　7月26日（火）
    20時15分～20時45分
　丹後町中浜　中浜漁港周辺
　有・約50台（無料）
　京丹後市観光協会丹後町支部
  （　 75-0437）

P

　8月3日（水）
    21時00分～21時30分
　久美浜町　小天橋海水浴場
　有・約200台（無料）
　小天橋観光協会
  （　 83-0149）

P

　8月15日（月）
    21時00分～21時30分
　弥栄町野中　野間小学校
　有・約30台（無料）
　野間納涼祭実行委員会
  （　 66-0002）

小天橋夏祭りすいすいびーちナイトカーニバル
で打ち上げられた花火

夏の思い出は、京丹後で。
特集

アクセス

アクセス

久美浜方面から

久美浜方面から

大宮・峰山方面から

小浜離山弁天祭の打ち上げ花火

アクセス

久美浜方面から

大宮・峰山方面から

（行き）
　KTR久美浜駅 17：46発
　KTR網野駅 18：09着
　丹海バス「網野駅前」 臨18：18発
　丹海バス「丹後あじわいの郷」臨18：44着
（帰り）
　丹海バス「丹後あじわいの郷」臨21：15発
　丹海バス「網野駅前」 臨21：40着
　KTR網野駅 22：10発
　KTR久美浜駅 22：32着

（行き）
　KTR丹後大宮駅 17：56発
　KTR網野駅 18：09着
　丹海バス「網野駅前」 臨18：18発
　丹海バス「丹後あじわいの郷」臨18：44着
（帰り）
　丹海バス「丹後あじわいの郷」臨21：15発
　丹海バス「網野駅前」 臨21：40着
　KTR網野駅 21：55発
　KTR丹後大宮駅 22：09着

（行き）
　KTR久美浜駅　　17：46発
　KTR丹後大宮駅　18：23着
（帰り）
　KTR丹後大宮駅　21：51発
　KTR久美浜駅　　22：32着

P

　8月7日（日）
    20時00分～20時30分
　大宮町口大野　
　口大野区グランド周辺
　無
　口大野区夏祭り実行委員会
  （　 64-2137）

（行き）
　KTR久美浜駅 17：46発
　KTR峰山駅 18：17着
（帰り）
　KTR峰山駅 22：03発
　KTR久美浜駅 22：32着

（行き）
　KTR丹後大宮駅 17：56発
　KTR峰山駅 18：02着
（帰り）
　KTR峰山駅 22：03発
　KTR丹後大宮駅 22：09着

P

　8月7日（日）
    10時00分～21時00分（開催時間）
　峰山町杉谷　京丹後市役所前
　有・約500台（無料）
　フェスタ『飛天』実行委員会
  （�69-0450）

　
今
回
紹
介
で
き
な
か
っ
た

花
火
大
会
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
花
火
大
会
も
、
地
元
の

か
た
や
関
係
者
の
か
た
の
努

力
と
協
力
、
理
解
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

花 火 撮 影

約350発約350発

約700発約700発

7/26（火）7/26（火）

8/3（水）8/3（水）
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P

　大宮町五十河　小町の舎
　大人200円、中学生以下100円
　有・約25台（無料）
　小町公園（水曜日定休）　
  （　64-5533）

峯山陣屋町と丹後縮緬発祥の地を巡る 城下町の名残のある、
久美浜一区を訪ねる

小町終焉の地、五十河を歩く

P

　11月20日（日）までの毎週土・日および祝日
　 10時00分～12時00分
　丹後町竹野　道の駅「テンキテンキ丹後」
　駐車場に9時50分集合
　中学生以上500円、小学生以下300円
　（傷害保険料含む）
　有・約40台（無料）
　（株）テンキテンキ村
  （　75-2525）

P

　要予約 
　久美浜町　稲葉本家周辺
　ガイド料は当面無料（要相談）
　有（無料）
　豪商稲葉本家
  （　82-2356）

ジオトレッキングで
大自然を満喫

豪商稲葉本家

如意寺

　国の有形文化財。母屋は、明治23年
に、稲葉家12代、市郎右衛門英裕が5
年をかけて建築した。2つある宝蔵も
国の登録文化財となっている。

　1年を通じて約 500 種の
花が咲く歴史ある寺。不動
堂（写真右）は、重層宝形
造で、和・唐・天竺の３つ
の様式を融合した珍しい造
りとなっている。ごうしょういな ば ほんけ

にょいじ

久美浜町

大宮町

峰山町

丹後町

宗雲寺

本願寺本願寺

大成古墳

竹野神社

立岩立岩

道の駅
テンキテンキ丹後
道の駅
テンキテンキ丹後

神谷太刀宮

久美浜公園

豪商
稲葉本家
豪商
稲葉本家

夏の思い出は、京丹後で。
特集

ガイド きます付

ガイド きます付

　小町の舎には、小町が持っていたとさ
れる鏡などの資料が展示されている。　市指定文化財。

霧ノ宮神社の境
内にあり、幹回
り4.72㍍、高さ
は35㍍に達する。
幹が地上 4 ～ 6
㍍の高さで 8 本
に分かれる特異
な樹形をもつ。

　小町は、成相寺へ向かう道
中に腹痛を起こし、五十河の
地で亡くなったと伝えられる。

小町の墓

小町公園・小町の舎
やかた

八岐杉
やつまたすぎ

い か がしゅうえん

ちり めんみね  やま じん     や   まち

　五十河地区は、平安の歌人・小野
小町の終焉の地といわれ、訪れた小
町が村の火事を治めるために、「五
十日（いかが）」から、「五十河」に
改称したと伝えられる。

金刀比羅神社丹後震災記念館

森田治郎兵衛の墓
　常立寺の境内にあ
る。峯山藩の時代、
丹後縮緬の技術を京
都西陣からもたらし
た絹屋佐平治（きぬ
やさへいじ）こと森
田治郎兵衛の墓。

　峯山藩時代に始まり、今年は鎮座
200周年を迎える。境内の木島（きしま）
神社の「狛猫（こまねこ）」も有名。

　府指定文化財。昭和 4年竣工。
丹後大震災の記憶を後世に伝える
ために、震災義援金の残金を用い
て京都府が建てた洋風建築物。

八岐杉八岐杉

小町公園

霧ノ宮神社霧ノ宮神社

ぶ
ら
り

街
巡
り
編

ぶ
ら
り

街
巡
り
編

め
ぐ
め
ぐ

自
然
の
偉
大
さ
を

　

肌
で
感
じ
る
場
所

  KTR久美浜駅
　
  本願寺

  豪商稲葉本家

  久美浜公園

  如意寺

  宗雲寺

  神谷太刀宮（かみたにたちのみや）

  KTR久美浜駅

7分

3分

8分

10分

10分

15分

3分

  京丹後市役所
　
  金刀比羅神社

  丹後震災記念館

  常立寺（じょうりゅうじ）

  峯山陣屋跡

  丹後縮緬発祥の地 石碑

  京丹後市役所
5分

12分

5分

7分

10分

10分

  小町公園・小町の舎
　
  小町の墓

  霧ノ宮神社（八岐杉）

  妙性寺（みょうしょうじ）

  小町公園・小町の舎

5分

1分

5分

5分

15分

10分

10分

10分

  道の駅「テンキテンキ丹後」
　
  立岩

  大成古墳

  竹野神社

  道の駅「テンキテンキ丹後」
【立岩】

1

2

3

4

5

6

7

1

1

2

3

4

1

1

2

3

4

55

11

1

22

33

44

66

1

1

2

3

4

1

2

3

4

1
2

3

4
5

6

7

もり た じろう　べ　え

こ  と   ひ   ら じんじゃ

55

11

22

33

44

66

7 2011.07

峯山陣屋跡峯山陣屋跡
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市
内
の
各
駅
か
ら
乗
車
す
る
と
、

Ｋ
Ｔ
Ｒ
全
線
の
普
通
運
賃
が
片

道
２
０
０
円
に
な
り
、
久
美
浜
―

福
知
山
間
で
は
片
道
１
３
３
０

円
安
く
な
り
ま
す
。
切
符
は
営
業

時
間
内
に
、
市
内
の
有
人
駅
窓
口

で
運
転
免
許
証
な
ど
住
所
や
年

齢
が
分
か
る
身
分
証
を
提
示
し

て
購
入
。
自
動
券
売
機
や
市
外
の

駅
で
は
発
売
さ
れ
な
い
た
め
、
復

路
利
用
を
す
る
場
合
は
事
前
に

往
復
切
符
の
購
入
が
必
要
で
す
。

　

本
来
の
運
賃
か
ら
２
０
０
円

を
引
い
た
差
額
分
は
市
が
負
担

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
Ｋ

Ｔ
Ｒ
の
収
益
が
増
え
る
こ
と
で

市
の
赤
字
補
て
ん
額
が
減
少
す

る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
利
用
者
に
は
片
道
乗

車
１
回
に
つ
き
、
市
商
工
会
の
２

０
０
０
円
の
商
品
券
を
１
８
０

０
円
で
買
え
る
「
商
品
券
引
換
割

引
券
」
を
配
布
。
地
元
消
費
を
促

す
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
商
品
券
は
８
月
１
日

以
降
、
市
商
工
会
ま
た
は
各
市
民

局
で
購
入
で
き
ま
す
。

　

市
は
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
の
乗
客
を
増
や
す
た
め
、

65
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
土
、
日
曜
と
祝
日
の
乗
車
運
賃
を
片

道
２
０
０
円
に
す
る
社
会
実
験
を
、
６
月
18
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。

半
年
間
程
度
続
け
る
予
定
で
、
市
内
の
利
用
者
を
昨
年
度
の
３
倍
増

の
８
４
０
０
人
ま
で
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

網野町浜詰老人会の皆さんも利用（6月26日）

　

京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
板
垣
久
彌
会
長
）
の
本
年
度

の
初
会
議
が
６
月
28
日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
中
山
市
長
が
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討
と
分
庁
舎
方
式
の
今

後
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
来
年

２
月
ま
で
に
市
長
に
対
し
て
答
申
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
の
ほ
ど
、
組
織
の
活

性
化
と
公
務
能
率
の
向
上
を
推

進
し
、
職
員
の
能
力
開
発
と
意

識
改
革
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
「
方
針
共
有
制
度
」
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
市
役

所
全
体
で
ま
ち
づ
く
り
や
市
政

運
営
の
方
針
を
共
有
し
、
職
員

同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
な
が
ら
組
織
全
体
で
目

標
達
成
を
目
指
す
も
の
で
す
。

課
長
補
佐
級
以
上
の
職
員
１

１
８
人
が
、
市
長
の
方
針
に
基

づ
き
、
体
系
的
に
自
己
方
針
（
達

成
目
標
と
取
り
組
み
方
針
）
を

設
定
。
半
年
ご
と
に
結
果
と
取

り
組
み
の
過
程
を
評
価
し
、
改

善
を
進
め
な
が
ら
方
針
の
達
成

を
目
指
し
ま
す
。

職
員
の
方
針
・
目
標
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.city.kyotang

o.lg.jp/shisei/shisei/gyokak
u/gyokaku/hoshinkyoyu/

　

行
財
政
改
革
推
進
課

 

６
９
‐
０
０
５
０

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
平

成
20
年
４
月
１
日
に
施
行
。
４

年
以
内
ご
と
に
「
市
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
で
あ
り
続
け
て
い
る

か
ど
う
か
」
を
検
討
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ

て
本
年
度
中
に
見
直
し
を
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
分
庁
舎
方
式
に
つ
い
て
は
、

「
当
分
の
間
は
峰
山
・
大
宮
・
網

野
の
庁
舎
を
活
用
す
る
」
と
定

め
た
新
市
建
設
計
画
の
計
画
期

間
（
合
併
後
概
ね
10
年
）
の
終
了

を
控
え
て
お
り
、
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
一
定
の
方
向
付
け

を
す
る
も
の
で
す
。

糸井 嘉彦さん
（大宮市民局配置）

坂井 良則さん
（久美浜市民局配置）

　

市
は
、「
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
大
宮
市
民
局
に
糸
井
嘉

彦
さ
ん
（
大
宮
町
三
重
）
を
、
久

美
浜
市
民
局
に
酒
井
良
則
さ
ん（
久

美
浜
町
湊
宮
）
を
６
月
９
日
か

ら
配
置
し
ま
し
た
。
市
の
臨
時

職
員
と
し
て
行
政
と
地
域
と
の

パ
イ
プ
役
を
努
め
、
地
域
の
自

治
会
活
動
と
市
民
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

いかが つね

よし

よし ひこ よし のり
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
様
子
（
市
役
所
で
）

　　

新
保
育
所
は
、
大
宮
第
一
小

学
校
（
同
町
周
枳
）
の
北
側
に
位

置
す
る
９
１
４
１
平
方　

の
敷

地
に
建
設
。
保
育
所
棟
（
木
造
一

部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋

建
て
２
５
６
８
平
方　

）
や
通

所
バ
ス
車
庫
（
鉄
骨
造
１
４
９

平
方　

）
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

保
育
室
を
９
室
、
２
歳
以
下
の

低
年
齢
児
に
対
応
す
る
乳
児
室

を
３
室
設
け
る
ほ
か
、大
小
の
プ
ー

ル
を
設
置
し
ま
す
。

　

定
員
は
２
３
０
人
で
大
宮
南

保
育
所
と
同
規
模
。
市
民
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
定
員
約
50
人
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
併
設
し
ま
す
。
ま
た
、

０
歳
児
か
ら
の
保
育
の
実
施
に

加
え
、
土
曜
午
後
の
保
育
を
新

た
に
行
う
な
ど
、
保
育
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

建
築
工
事
費
は
、
約
８
億
９

５
５
５
万
円
。
工
期
は
平
成
24

年
３
月
９
日
。

　

新
保
育
所
の
整
備
は
、「
京
丹

後
市
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画
」

（
平
成
18
年
度
策
定
）
に
基
づ
き

実
施
。
平
成
20
年
に
は
関
係
す

る
地
区
や
保
護
者
の
代
表
で
建

設
検
討
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

整
備
に
向
け
た
協
議
が
重
ね
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
に
は
、
施
設
用

 

大宮北保育所（仮称）の完成予想図

　

企
画
政
策
課
 

６
９
‐
０
１
２
０

赤
字
補
て
ん
額
の
減
少
と
地
域
経
済
の
活
性
化

す

き

　地域サポーターは、昨年10月の
市まちづくり委員会の答申を受け
て導入。今年度はモデル的に2市民
局への配置となりました。
糸井さんは、大宮町の五十河、常

吉、三重の3地域が検討を進めてい

る連合区化の取り組みを中心に支援。
また酒井さんは、久美浜町活性化
連絡協議会の事務強化や地域づく
り計画の策定などをサポートします。
任期は来年3月末まで。

ひ
さ

や

い
た
が
き

ゼ
ロ

み

え

み
な
と
み
や

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

　

市
は
、
大
宮
町
の
口
大
野
、
河
辺
、
善
王
寺
の
３
保
育
所
を

統
合
し
て
新
設
す
る
「
大
宮
北
保
育
所
」（
仮
称
）
の
建
築
工
事

に
着
手
し
ま
し
た
。
定
員
２
３
０
人
の
施
設
規
模
で
、
開
所
は

来
年
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
大
宮
町
の
口
大
野
、
河
辺
、
善
王
寺
の
３
保
育
所
を

統
合
し
て
新
設
す
る
「
大
宮
北
保
育
所
」（
仮
称
）
の
建
築
工
事

に
着
手
し
ま
し
た
。
定
員
２
３
０
人
の
施
設
規
模
で
、
開
所
は

来
年
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
宮
北
保
育
所（
仮
称

）来
春
開
所
へ

口
大
野
、
河
辺
、
善
王
寺
の
３
保
育
所
を
統
合

口
大
野
、
河
辺
、
善
王
寺
の
３
保
育
所
を
統
合

子育て

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
見
直
し

本
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
初
会
議

まちづくり

土
・
日
、
祝
日
片
道
２
０
０
円
に

Ｋ
Ｔ
Ｒ
利
用
客
増
へ
65
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
社
会
実
験

公共交通

方
針
共
有
制
度
を
導
入

組
織
の
活
性
化
と
職
員
の
能
力
開
発
・
意
識
改
革

行財政改革 地域サポーターに糸井さん、坂井さん

自治会、市民活動を支援
まちづくり

◎板垣　久彌（久美浜町）谷津　伸幸（網野町）
○佐々木正二郎（丹後町）井上　博嗣（網野町）
森　　米子（峰山町）小谷幸市郎（丹後町）
尾畑　與市（峰山町）坪倉　忠世（弥栄町）
大木　満和（大宮町）今西　俊明（弥栄町）
中西喜代明（大宮町）嶋崎　節夫（久美浜町）

（任期：平成24年3月31日）

京丹後市まちづくり委員会委員
（敬称略・◎＝会長、○＝会長職務代理者）

こ
う

べ

ぜ
ん
の
う

じ

建設地
（大宮町河辺4713番地の8）
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市
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
太
陽
光
発
電

の
普
及
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
峰
山
庁
舎
屋

上
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
よ
る
太
陽
光
発

電
を
始
め
た
ほ
か
、
庁
舎
駐
車
場
の
照
明

機
器
９
基
を
消
費
電
力
の
少
な
い
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
ラ
イ
ト
に
交
換
。
駐

輪
場
付
近
に
は
ソ
ー
ラ
ー
防
犯
ラ
イ
ト
１

基
を
新
設
し
ま
し
た
。

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
44
枚
設
置
。
想
定

さ
れ
る
年
間
の
発
電
量
は
９
１
０
８　
　

で
庁
舎
使
用
量
の
２　

を
ま
か
な
い
、
年

間
１　
（
２
・
８　

）
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
が
削
減
で
き
る
見
込
み
で
す
。
発
電
や

消
費
状
況
は
、
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
設
置

し
て
い
る
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

総
工
費
は
１
０
０
２
万
７
千
円
。
全
額

府
の
補
助
金
（
省
エ
ネ
・
グ
リ
ー
ン
化
推
進

地
域
エ
コ
活
動
支
援
事
業
）
を
受
け
て
今

年
３
月
に
整
備
し
ま
し
た
。

テープカットでシーズンの幕開けを祝う
関係者たち

竹の粉砕作業を行う是安区民たち（6月
9日、是安地内で）

　

久
美
浜
町
湊
宮
の
小
天
橋
海
水
浴
場
で

７
月
１
日
、「
海
開
き
安
全
祈
願
式
」（
市
観

光
協
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
市
内
16
カ
所

す
べ
て
の
海
水
浴
場
が
一
斉
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
市
観
光
協
会
の
福
山
勝
久
会

長
を
は
じ
め
、
中
山
市
長
ら
関
係
者
約
60

人
が
出
席
。
神
事
で
海
水
浴
期
間
中
の
海

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

福
山
会
長
は
「
東
日
本
大
震
災
の
影
響

は
予
測
で
き
な
い
が
、
市
内
の
海
水
浴
場

が
多
く
の
客
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
関
係

者
た
ち
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
シ
ー

ズ
ン
の
幕
が
開
け
ま
し
た
。

　

式
後
に
は
、
地
元
の
湊
小
学
校
の
全
校

児
童
（
55
人
）
に
よ
る
恒
例
の
「
砂
像
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
開
か
れ
、
海
開
き
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
３
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
ト
ビ
ウ
オ
や
エ
ビ
、
ラ
イ
オ
ン
の

像
を
作
り
上
げ
、
関
係
者
ら
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

市
が
「
水
稲
有
機
栽
培
実
証
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
ト
ラ
イ
ア
ル
農
地
（
久
美
浜

町
女
布
地
内
）
で
６
月
13
日
、
生
産
者
や
関

係
者
ら
約
30
人
が
除
草
作
業
を
行
い
、
課

題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
一
切
使

用
し
な
い
水
稲
栽
培
の
普
及
に
向
け
た
基

準
作
り
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度

か
ら
３
カ
年
の
事
業
と
し
て
実
施
。「
京
都

吉
兆
」
社
長
の
徳
岡
邦
夫
さ
ん
を
市
専
門
委

員
に
迎
え
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
受
け
て
い

る
福
井
県
の
生
産
者
・
高
見
高
夫
さ
ん
の
指

導
を
受
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

除
草
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
で
高

見
さ
ん
は
「
今
年
の
ほ
場
の
状
況
は
、
土
壌

中
の
有
機
物
が
分
解
さ
れ
て
い
な
い
た
め

改
良
の
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
改
善
策

を
ア
ド
バ
イ
ス
。
ま
た
徳
岡
さ
ん
は
「
課
題

解
決
に
向
け
農
家
が
連
携
し
て
情
報
を
交

換
す
る
こ
と
が
大
切
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

荒
廃
し
た
竹
林
の
整
備
を
進
め
る
丹
後

町
の
是
安
地
区
（
吉
岡
栄
一
区
長
）
で
、
切

り
出
し
た
竹
を
粉
砕
し
て
堆
肥
化
す
る
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
区
で

は
「
堆
肥
は
区
民
の
花
や
野
菜
の
土
作
り

に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」と
し
て
い
ま
す
。

　

竹
の
粉
砕
は
、
市
の
「
竹
の
資
源
化
事
業
」

を
活
用
。
放
置
さ
れ
て
い
る
竹
を
炭
化
や
堆

肥
化
す
る
な
ど
し
て
新
た
な
資
源
と
し
て

の
有
効
利
用
を
進
め
、
里
山
の
再
生
や
農
業

の
振
興
を
目
指
す
も
の
で
、
市
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
（
野
木
武
理
事
長
）
に

委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

同
区
で
は
、
昨
年
度
市
が
実
施
し
た
「
未

利
用
資
源
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講
を
き
っ

か
け
に
、
区
民
の
竹
の
資
源
化
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
っ
た
と
い
い
、吉
岡
区
長
は「
堆

肥
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
安
価
で
手

に
入
る
が
、
何
よ
り
も
『
資
源
化
』
す
る
こ

と
に
意
義
が
あ
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

峰山庁舎屋上に設置したソーラーパネル

　

小
中
学
校
で
、
地
元
で
生
産
し
た
食
材
を
使
っ
た
学
校
給
食
が
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
食
育
を
兼
ね
た
〝
地
産
地
消
〞
の
取
り
組
み
が
５

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
京
丹
後
の
農
水
産
物

へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

京
丹
後
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
旬
の
野
菜
を
使
っ
た

給
食
を
味
わ
う
生
産
者
の
辻
村
覚
さ
ん（
右
）と
児

童
た
ち（
弥
栄
町
の
吉
野
小
で
）

有機栽培技術などについて意見を交わ
す参加者たち

市
農
業
経
営
者
会
議
（
野
木
武
会
長
・
63

経
営
体
）
は
、
今
年
６
月
17
日
を
「
ま
る
ご

と
京
丹
後
食
育
の
日
」
と
位
置
付
け
、
学

校
給
食
の
食
材
に
地
元
産
の
農
水
産
物
を

提
供
。
同
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
学
校
に
出

向
き
、
生
産
者
の
思
い
を
話
す
な
ど
し
て
、

児
童
生
徒
に
農
業
と〝
食
〞の
大
切
さ
を
伝

え
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
を
進
め

る
取
り
組
み
で
、
昨
秋
の
「
新
米
・
サ
ワ
ラ

の
日
」
に
続
い
て
の
実
施
。
今
回
は
農
家

が
米
６
４
０
㌔
と
ミ
ズ
ナ
や
ト
マ
ト
な
ど

４
種
類
の
野
菜
を
、
湊
漁
業
協
同
組
合
（
久

美
浜
町
）
が
ト
ビ
ウ
オ
の
切
り
身
約
９
６

０
０
切
れ
を
供
給
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
献
立
は
、「
ト
ビ
ウ
オ
の
ゴ
マ

フ
ラ
イ
」「
ト
マ
ト
と
卵
の
ス
ー
プ
」「
ミ

ズ
ナ
と
た
く
あ
ん
の
カ
ツ
オ
あ
え
」。
吉
野

小
学
校
（
弥
栄
町
）
１
年
生
の
藤
田
広
樹

君
は
「
好
き
嫌
い
せ
ず
に
何
で
も
食
べ
て

大
き
く
な
り
た
い
。
海
が
近
く
に
あ
り
、

新
鮮
な
魚
が
食
べ
ら
れ
る
か
ら
う
れ
し
い
」

と
話
し
、
京
丹
後
で
取
れ
た
旬
の
食
材
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
魚
離
れ
を
防
ご

う
」
と
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
「
魚
料

理
教
室
」
を
小
学
校
７
校
で
開
き
ま
し
た
。

府
漁
業
協
同
組
合
網
野
、
丹
後
両
支
所
と

湊
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
を
得
て
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
児
童
た
ち
が
魚
の

調
理
方
法
を
学
び
、
旬
の
ト
ビ
ウ
オ
料
理

を
味
わ
い
ま
し
た
。

田
村
小
学
校
（
久
美
浜
町
）
で
は
６
月

10
日
に
あ
り
、
５
年
生
７
人
が
参
加
。
湊

漁
業
協
同
組
合
婦
人
部
員
の
指
導
で
、
湊

漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
ト
ビ
ウ

オ
の
背
開
き
や
三
枚
お
ろ
し
に
挑
戦
し
、

姿
揚
げ
と
魚
肉
ハ
ン
バ
ー
グ
、
つ
み
れ
汁

な
ど
３
品
を
作
り
ま
し
た
。

完
成
し
た
料
理
は
、
全
員
で
試
食
。
長
砂

豪
太
君
は
「
包
丁
が
骨
に
引
っ
掛
か
っ
て

難
し
か
っ
た
」
と
苦
笑
い
し
な
が
ら
、
ハ
ン

バ
ー
グ
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

 

　

市
教
育
委
員
会
委
員
の
上

羽
敏
夫
さ
ん
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て

水
野
孝
典
さ
ん
（
大
宮
町
河
辺
）

を
任
命
し
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
27
年
７
月
７
日
ま
で
の
４

年
間
で
す
。

　　　

市
公
平
委
員
会
委
員
の
上

川
惇
逸
さ
ん
（
大
宮
町
延
利
）

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
議
会

の
同
意
を
得
て
再
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
27
年
６
月
３
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

トビウオを使った魚肉ハンバーグを作る児童たち（田
村小で）

う
え

か
わ
じ
ゅ
ん
い
つ

の
ぶ
と
し

こ
う
べ

に
ょ
う

こ
れ
や
す

な
が
す
な

ご
う

た

み
ず
の

た
か
の
り

み
な
と
み
や

し
ょ
う
て
ん
き
ょ
う

キ
　

ロ

ト
　

ン

ワ
ッ
ト

パ
ー
セン
ト

パ
ー
セン
ト

是
安
区
が
竹
を
資
源
化

放
置
竹
、粉
砕
し
堆
肥
化
へ

環境

ト
ラ
イ
ア
ル
農
地 

実
証
事
業
最
終
年
度

関
係
者
ら
、除
草
と
意
見
交
換

農政

峰
山
庁
舎
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入

Ｃ
Ｏ
２
、年
間
２
・
８
ｔ
削
減

環境

シ
ー
ズ
ン
中
の
海
の
安
全
願
い

小
天
橋
海
水
浴
場
で
海
開
き

観光

地
元
産
へ
の
関
心 

高
め
よ
う

小
中
学
校
で
「
ま
る
ご
と
京
丹
後
食
育
の
日
」「
魚
料
理
教
室
」

農政

公平委員会委員

上川 惇逸さんを再任
人事

教育委員会委員

水野 孝典さんを任命
人事

子
ど
も
た
ち
の
魚
離
れ
を
防
ぐ

農
業
と
〝
食
〞
の
大
切
さ
伝
え
る
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ガイド

生物多様性を育む農業のイメージ
《現状》 《将来》

な
ぜ
条
例
が
必
要
な
の
？

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
？

市の責務
　男女共同参画の推進に関する施策を総合的・計画的
に実施します。
　施策の実施に当たっては、国・京都府と連携を図り、
市民等と協働して取り組むよう努めます。
率先して男女共同参画の推進に取り組むとともに、
事業者の模範となるよう努めます。
市民の役割
　社会のあらゆる分野において、男女共同参画を推進
するよう努めましょう。
事業者の役割　　　　　　　　　　　　　　　　
　誰もが働きやすく、働きがいのある職場づくりやワー
ク・ライフ・バランスのとれる就労環境づくりに努め
ましょう。　　　　　　　　　　　

教育に携わる者の役割
　男女共同参画の視点に配慮した教育を行うよう努め
ましょう。

市民団体の役割
　運営や活動を行う上で、男女が共に参画できる機会
を確保し、男女共同参画を推進するよう努めましょう。

禁止事項
　性別を理由とする差別的取り扱い、セクシュアルハ
ラスメント（注2）、ドメスティックバイオレンス（注
3）などにより、男女の人権を侵害してはいけません。
（注2）セクシュアルハラスメント
　相手のいやがる性的な言動により相手方の生活環境を害する
こと又は相手方の対応によって不利益を与えることをいいます。

（注3）ドメスティックバイオレンス（DV）
　配偶者、恋人その他の親密な関係にある男女間での、身体的
又は精神的な苦痛を与える暴力その他心身に有害な影響を及ぼ
す言動をいいます。

留意事項
　性別による固定的な役割分担、性的な暴力的行為を助
長したり連想させるような過度な表現を行わないよ
う気を付けましょう。

　
　　

す
で
に
国
で
は
「
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
」
が
制
定
さ

れ
て
お
り
、
京
都
府
で
も
「
京
都

府
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

を
定
め
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
は
、
経
済
活
動
・
生
産
性

の
向
上
、
地
域
の
活
性
化
、
そ
し

て
人
権
の
尊
重
に
お
い
て
非
常

に
重
要
な
課
題
で
す
。

ま
た
、
生
活
に
密
着
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
関
わ
る
課
題

で
あ
り
、
本
市
で
も
積
極
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
市
の
男
女
共
同
参
画
計
画

は
策
定
後
５
年
が
経
過
し
た
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
間
の
社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
に
応
じ
た
計
画

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
が
、

併
せ
て
計
画
で
の
重
点
目
標
で
あ
っ

た
条
例
を
制
定
し
、
男
女
共
同

参
画
社
会
実
現
に
向
け
て
の
自

治
体
と
し
て
の
意
思
表
明
を
行

う
も
の
で
す
。

こ
の
条
例
は
、「
家
庭
や
学
校
、

職
場
、
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場

に
お
い
て
、
男
女
が
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
お
互
い
を
大
切

に
し
、
支
え
合
う
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
、
一
人
ひ
と
り
が
い
き

い
き
と
活
躍
で
き
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
行
政
や
市
民
、

事
業
者
、
教
育
に
携
わ
る
者
、
市

民
団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

「
京
丹
後
市
生
物
多
様
性
を
育
む
農
業
推
進
計
画
」
を
策
定

「
京
丹
後
市
生
物
多
様
性
を
育
む
農
業
推
進
計
画
」
を
策
定

慣
行
農
業
か
ら
脱
却

有
機
J
A
S
認
定
者
を
10
人
に

多
様
な
生
物
が
息
づ
く
農
業
を
進
め
ま
す

　

市
は
、こ
の
ほ
ど「
京
丹
後
市
生
物
多
様
性
を
育
む
農
業
推

進
計
画
」（
推
進
期
間
・
平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
）を

策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
を
基
に
、農
業
者
の
化
学
合
成
肥

料
や
農
薬
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
で
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減

し
、多
様
な
生
物
を
育
み
、安
全
で
安
心
な
農
作
物
を
生
産
す

る
農
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

慣行農業

エコファーマー農業

特別栽培農業

有機農業

化学肥料および農薬、遺伝子組換え技術を利用せず、環
境への負荷をできる限り低減した農業

「土づくり」「減化学肥料」「減農薬」など、環境への負荷を低
減し、資源循環などによる持続性の高い農業生産方式を実
践する５カ年の栽培計画を作成し知事の認定を受けた農業

農作物栽培に使用する化学肥料および農薬の慣行レベ
ルに対し、節減対象農薬の使用回数が50㌫以下、化学
肥料の窒素成分量が50㌫以下で行われる農業

化学肥料および農薬、遺伝子組換え技術を利用せず、環
境への負荷をできる限り低減した農業

「土づくり」「減化学肥料」「減農薬」など、環境への負荷を低
減し、資源循環などによる持続性の高い農業生産方式を実
践する５カ年の栽培計画を作成し知事の認定を受けた農業

化学肥料、農薬の使用基準を守って行われる農業化学肥料、農薬の使用基準を守って行われる農業

農作物栽培に使用する化学肥料および農薬の慣行レベ
ルに対し、節減対象農薬の使用回数が50㌫以下、化学
肥料の窒素成分量が50㌫以下で行われる農業

化
学
合
成
肥
料
・
農
薬
を
減
ら
す
割
合

取
り
組
み
の
困
難
さ

環
境
へ
の
負
荷

50
％

100
％

減

20
〜
30 
％

《　取り組み量（人数・面積）　》《　取り組み量（人数・面積）　》  

大

小難

易

　土壌・水中の微生物、田
畑やその周辺の多様な植
生と、ホタルやトンボ、
カエル、メダカなどをは
じめとした多様な小動物、
コウノトリなどの鳥類が
共生する豊かな田園・里山
環境の整備を図ります。

　

特
別
栽
培
米
の
推
進
や
有

機
栽
培
技
術
現
地
講
習
会
な

ど
を
実
施
し
、
慣
行
農
業
か

ら
の
脱
却
を
図
り
、
有
機
農

業
や
特
別
栽
培
農
業
へ
取
り

組
む
農
業
者
の
数
や
農
地
面

積
の
増
加
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す（
表
２
参
照
）。

　

本
市
の
貴
重
な
自
然
環
境

を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
、

多
様
な
生
物
が
息
づ
く
豊
か

な
ふ
る
さ
と
京
丹
後
の
形
成

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

目標数値

表2

表1

有機JAS認定者
特別栽培（米）農業者
エコファーマー認定者
認証GAP件数

4人

1件
110人
221人

10人

3件
175人
325人

項　目 現　状 目　標

 

計
画
で
は
、
化
学
肥
料
や
農

薬
の
使
用
に
よ
る
環
境
へ
の

負
荷
を
で
き
る
限
り
減
ら
す

た
め
、
有
機
J
A
S
認
定
者

を
10
人
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
者
を
１
７
５
人
に
す
る

な
ど
、農
業
者
数
の
目
標
数
値

を
掲
げ
て
い
ま
す（
表
１
参
照
）。

鱒留川の生き物調査（峰山町二箇）

　

市
は
、平
成
18
年
３
月
に「
京
丹
後
市
男
女
共
同
参
画
計
画『
デ
ュ
エ
ッ
ト
プ
ラ
ン
21
』」を
策
定

し
、男
女
が
と
も
に
輝
き
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。そ
の
実
現
に
向
け
て
、市
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
実
行
す
る
た
め
に「
京
丹
後
市
男
女
共
同
参
画
条
例
」を
制
定
し
、７
月
１
日
か
ら

施
行
し
ま
し
た
。

誰
も
が
尊
重
し
合
い
、協
力
し
合
い
な
が
ら
、い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

誰
も
が
尊
重
し
合
い
、協
力
し
合
い
な
が
ら
、い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

条
例
の
基
本
理
念（
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
の
６
つ
の
考
え
方
）

１　

男
女
の
人
権
の
尊
重

２　

社
会
に
お
け
る
制
度
や
慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮

３　

政
策
・
方
針
の
立
案
、決
定
に
参
画
す
る
機
会
の
確
保

４　

家
庭
生
活
と
他
の
活
動
の
両
立

５　

男
女
の
性
に
つ
い
て
の
理
解
と
生
涯
を
通
じ
た
健
康
お
よ
び
ワ

　
　
　

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
注
１
）の
推
進

６　

国
際
的
協
調

「
京
丹
後
市
男
女
共
同
参
画
条
例
」７
月
１
日
か
ら
施
行

基本理念に基づいて、みんなで進めましょう

　
　
　
　

一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
持
ち
な
が
ら
働
き
、仕
事
上

の
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、家
庭
や
地
域
生
活
な
ど
に
お
い
て
も
、

人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
・
実
現
で
き
る
こ
と
。

（
注
１
）ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
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甲
坂
区
民
と
龍
谷
大
生
が
山
林
整
備

カマを手に竹林の伐採作業をこなす京都大の学生たち（6月18日、
丹後町上山地区内の山林で）

　峰山幼稚園（峰山町）で6月4日、「遊
びを通して心も体もたくましい子どもに
育ってほしい」と、PTA会員たち約50人
が木製遊具「あみあみタワー」を作り上
げました。園児たちは、手作りの新しい
遊具によじ登ったりぶら下がったりして、
歓声を上げて完成を喜んでいました。
園児や卒園児の父親たちが企画。高さ

4.5㍍、幅6㍍、奥行き1.5㍍の木組みに網
状に組まれたロープを張り巡らせたもの
で、市商工会委託専門員の高見　さん（峰
山町室）がデザインしました。木材は、
府から提供を受けた間伐材を使用し、製
材などは地元の企業が協力しました。
山川史乃ちゃん（6）は「最初はちょっ

と怖かったけど、チャレンジしたら楽し
くて、とてもうれしい」と笑顔で話して
いました。

　「地域を花で飾ろう」と弥栄町の船木地区で6月18日、
区民が花のプランター作りをしました。同地区では、
国の農地・水・環境保全向上対策の活動組織として「船
木の里」（平田貫治代表）を平成19年に発足。景観形成
活動で花の栽培に取り組んでいます。
　作業には、子どもやお年寄りなど約30人が参加。マリー
ゴールド、ニチニチソウ、アサガオなど6種類、約260
株の苗を、準備した64個のプランターに手際よく移植
し、農村広場周辺などに並べていきました。
　平田代表は「この取り組みを通して、地域の絆をさ
らに深めていきたい」と話していました。

　丹後町の上山地区（　本好夫区長・6世
帯）で6月18、19の両日、京都市の大学生
やボランティア、地元住民が竹林の伐採
作業に汗を流しました。
　過疎、高齢化が著しい同地区では、手
入れの行き届かない放置竹林が増え、イ
ノシシなどが田畑を荒らす被害が深刻化。
隠れ場所になる農地周辺の荒廃した竹林
を整備することで獣害を抑制しようと、
府のふるさとボランティア事業の一環で
３年前から取り組んでいるものです。　
作業には、ふるさと共援組織第2次協

定を結び同地区の活動を継続して支援
している京都大の学生のほか、NPO法
人「京都・深草ふれあい隊『竹と緑』」の
メンバーなど計32人が参加。足場の悪い
急斜面でカマやノコギリを手に懸命に
作業をしました。
愛知県の都市部出身の京都大生、鈴木

瑞平さん（2年）は「初めての経験で新鮮
さを感じましたが、とても大変な作業で
した。今後も上山地区の力になりたい」
と話し、　本区長は「学生たちが地元の再
生に力を貸してくれ、とてもありがたい」
と喜んでいました。

手作りの遊具で元気いっぱいに遊ぶ園児たち（峰山幼稚園園庭で）

額
に
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
雑
木
を
取
り
除
く
作
業
に
励

む
龍
谷
大
生
た
ち
（
久
美
浜
町
甲
坂
地
区
内
の
山
林
で
）

　小町公園（大宮町五十河）で6月25日夜、「小町の
里　蛍の夕べ」が開かれ、家族連れなど約400人がア
マチュアバンドの演奏やホタル観賞などを楽しみまし
た。「イベントを通して交流の輪を広げ地域の活性化
を進めよう」と同実行委員会（浅田武士委員長）が開催。
　催しは、地元の軽音楽グループ「ザ・レインボーきら
り」の演奏でスタート。大宮町のよさこいグループ「よ
さこい舞小町」の舞や薩摩琵琶の弾奏者・井村右水さ
んの演奏などが披露されました。ニジマス焼きやうど
んなどの露店のほか市観光協会大宮町支部による野だ
てもあり、会場は遅くまでにぎわいました。 お年寄りに自己紹介して回り、交流を深める園児たち（島津保育所で）

　島津保育所（網野町）で6月7日、「世代
間交流会」が開かれ、園児と市網野デイサー
ビスセンターの利用者16人が、歌や踊り
を通じて楽しいひとときを過ごしました。
3 ～5歳児38人は、お年寄りと「カエル
の合唱」や「ズンドコ節」などの曲を踊り
を交えて元気よく合唱。その後、一緒に
歌に合わせて指や手を動かす手遊びを楽
しんだり、お年寄りの肩もみをしたりし
て触れ合いました。
最後に、お年寄りが園児たちに松ぼっ

くりを使った手作りのけん玉をプレゼント。
園児たちはお礼に歌を披露し、「いつまで
もお元気で」とのメッセージを贈りました。
参加した田中道子さん（78）＝同町浅

茂川＝は「とても楽しい時間を過ごすこ
とができました。子どもたちから元気を
もらえました」と笑顔で話していました。

過疎、高齢化が深刻となっている久美
浜町の甲坂地区（清水義夫区長・16世帯）
で6月18日、龍谷大（京都市）の学生と地
元住民が同地区内のマツタケ山再生を目
指して山林整備を行いました。甲坂地区
と実習派遣の協定を結んでいる同大学が、
地域活性化を目的に取り組んだものです。
　参加した学生6人は、清水区長から手ほどきを受け、
くま手などを使って雑木や堆積した落ち葉などを取り
除く作業に汗を流しました。
　柳文哉さん（2年）は「多くの地区住民と交流し、い
ろいろな考えを出し合いながら地域の活性化策を打ち
出したい。マツタケは夢のある産業分野だと思う。少
しでも力になれれば」と話していました。

花
の
苗
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
手
際
よ
く
植
え
付
け
て
い
く
参
加
者
た

ち
（
船
木
区
の
作
業
場
で
）

ふな き

みず ひろ

さとし

ふみ の

こう さか

ふみ や

たか み

いかが

さつ ま び わ う すいい むら

「
獣
害
減
ら
そ
う
」と
４
年
目
の
共
同
作
業

上
山
区
民
と
大
学
生
ら 

竹
林
整
備
に
汗

会
場
を
盛
り
上
げ
た
「
よ
さ
こ
い
舞
小
町
」

の
よ
さ
こ
い
踊
り

マ
ツ
タ
ケ
山
再
生
で
地
域
振
興

子どもら30人、64個のプランター作る

船木区民が花の景観づくり

園
児
ら
手
作
り
遊
具
に
歓
声

6月4日

6月18日

6月18日

6月18・19日

峰
山
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
50
人
が
製
作

400人が音楽とホタル楽しむ
五十河地域住民ら、小町公園で「蛍の夕べ」

園
児
と
お
年
寄
り 

歌
や
踊
り
で
交
流

6月7日

島
津
保
育
所
で「
世
代
間
交
流
会
」

6月25日

ふな き

丹 後 町

弥 栄 町

峰 山 町

網 野 町

久 美 浜 町

こ
う
さ
か

大 宮 町

いかが
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　乳歯が虫歯になると、物がよくかめないため、発
育に必要な栄養が十分に摂取できなくなります。また、
かむ力が育たない、発音がうまくできない、永久歯
も虫歯になりやすい、歯並びが悪くなるなど、いろ
いろな悪影響がでてきます。

　虫歯菌を受け入れる「環境（歯）」があり、その表
面にすみついた「虫歯菌」が「食物（糖分）」を摂取し、
一定以上の「時間」が経過するという4つの条件が
そろうと虫歯になり、次第に進行していきます。

虫歯はどうしてできるの？虫歯はどうしてできるの？

％

…1歳6カ月児
…3歳児

仕上げ磨きの Point

●仕上げ磨きは膝の上に寝かせて磨くと口の中がよく見えて、
きれいに磨けます。

●歯ブラシは鉛筆と同じ持ち方で、力を入れすぎないように
磨きましょう。

●歯ブラシは、お子さんが使っているものとは別に用
意しましょう。1.0～1.5㌢、小さいヘッド・長め
のネックの歯ブラシがおすすめです。毛
の硬さは、「ふつう」のものを使いましょう。

歯と歯の間・奥歯のかみ合わせの溝・歯と歯ぐきの間

ここに注意！

：健康推進課（　69-0350）

　子どもたちが、「よく食べて、よくしゃべって、よく笑える」健康な口と歯を持ち、心
も体も健やかに成長してくれることは、誰もが願うことです。本市の乳幼児期の子ど
もたちの虫歯は、昔に比べて少なくなっており、保護者の皆さんの口の中に対する知
識が増え、関心が高まってきたことが大きな要因だと思います。
　虫歯は、日ごろの予防で減らすことができるので、お子さんの大切な歯と口の健康
を守っていきましょう。

　食事やおやつの時間を決めて、十分にお腹がすいてから
食べる習慣を身につけると、だ液の分泌が盛んになり虫歯
の予防効果がアップします。
　また、生活リズムが乱れると食べ物が口に入っている状
態が続く「だらだら食い」になりやすく、虫歯をつくる原
因になります。

　おやつは、食事では補いきれない栄養を取るためにも大
切なものですが、砂糖をたくさん含むチョコレート・キャ
ラメル・あめなどは、口の中にとどまる時間が長く、歯に
付きやすいため虫歯になる危険性が高くなります。

　かむ力は言葉の発音、脳や顎の発達などにも影響してい
きます。一口で30回以上かむことが理想です。保護者が
手本を見せましょう。足がブラブラした状態や食事中にテ
レビを見るために頭を横に向けた状態だと、かむ力が弱く
なり、顎の骨や筋肉が発育しません。食べる姿勢にも気を
付けましょう。

　虫歯予防には、毎日の歯磨き習慣が大切です。お子さんに
強制的に歯磨きをさせるのではなく、楽しく、根気よく歯磨
きができるようにしていきましょう。小学校中学年くらいま
では、保護者の「仕上げ磨き」が必要です。お子さんとのスキ
ンシップにもなります。歌いながらしてあげるといいですよ。

　表は、平成21年度の1歳6カ月・3歳児健診にお
ける虫歯有病率を示したものです。全国や京都府と
比べると、虫歯有病率はまだまだ高い状況にあります。

1歳6カ月児の虫歯有病率は、京都府（25市町村）中、下から5

番目。3歳児の虫歯有病率は、下から2位と残念な結果でした。

　 よくかんで食べることを身につけよう
 ～噛ミング30（カミングサンマル)を目指して～

あご

　 楽しみながら歯磨きをしよう
　　　　　　　　～仕上げ磨きは、寝る前に毎日してあげてね～

か

保健師
ちえこ

162011.07

【写真：下】一斉に咲き誇ったラベンダー
【写真：上】ラベンダー畑をヒツジと地元ボランティアが除草

　

碇
高
原
牧
場
で
は
、ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
丹
後
町
宇
川
の

「
海
の
見
え
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
の
会
」の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、栽
培
・
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　：京都府農林水産技術センター
畜産センター碇高原牧場（　0772-76-1121）

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

京都府の
ひろば
Since 2008.09

京都府の
ひろば
Since 2008.09

「
海
の
見
え
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
」

開催まであと

113日113日

国民文化祭・京都2011

畜
産
セ
ン
タ
ー
碇
高
原
牧
場

35
㌃
の
畑
に
１
５
０
０
株
の

ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
栽
培

牧
場
彩
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー

見
ご
ろ
は
７
月
下
旬
ま
で

（7月8日現在）

マスコットキャラクター
PR隊長 「まゆまろ」

京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

　ラベンダーの香りや景観を楽しんだ
後は、花穂を刈り取りお持ち帰りくだ
さい。市民の皆さんのお越しをお待ち
しています。
※はさみをご持参ください。

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働
管
理

　

牧
場
草
地
の
一
角
で
、
平
成
18
年

か
ら
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

と
協
働
で
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
栽
培
し
始

め
、
現
在
で
は
35
㌃
の
畑
に
約
１
５

０
０
株
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
の
皆
さ
ん
は
、
毎
年
挿
し
木

の
苗
づ
く
り
や
株
元
の
除
草
作
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。牧
場
職
員
は
、

周
辺
の
草
刈
り
や
イ
ノ
シ
シ
除
け
を

兼
ね
た
牧
柵
の
維
持
管
理
を
行
う
な

ど
、「
会
」と「
牧
場
」そ
れ
ぞ
れ
が
、早

春
か
ら
雪
の
降
る
こ
ろ
ま
で
、年
１
度

の
開
花
を
楽
し
み
に
畑
の
維
持
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
湿
気
と
風
通
し
の

悪
さ
を
嫌
う
た
め
、
４
月
か
ら
10
月

ご
ろ
ま
で
は
、
常
に
除
草
作
業
が
必

要
で
管
理
が
大
変
な
植
物
で
す
。

　

栽
培
当
初
の
１
、
２
年
は
除
草
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
牧
場
で
飼
育
し

て
い
る
ふ
れ
あ
い
家
畜
の
ヒ
ツ
ジ
を

試
験
的
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
に
放
し
た

と
こ
ろ
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
若
葉
は
ほ

と
ん
ど
食
べ
ず
雑
草
を
よ
く
食
べ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
花
の
見
ご

ろ
の
６
、
７
月
を
除
き
、
春
か
ら
秋

ま
で
ふ
れ
あ
い
牧
場
の
ヒ
ツ
ジ
た
ち

は
、
草
刈
り
部
隊
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

　

栽
培
し
て
い
る
品
種
は
、
花
穂
が

大
き
く
一
斉
開
花
す
る
ラ
バ
ン
デ
ィ

ン
系
の
グ
ロ
ッ
ソ
や
ボ
ゴ
ン
グ
と
い

う
も
の
。

　

例
年
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に

か
け
て
一
斉
に
咲
き
始
め
、「
海
の
日
」

過
ぎ
ご
ろ
ま
で
の
３
週
間
ほ
ど
咲
き

続
け
、
す
ば
ら
し
い
景
観
が
牧
場
に

広
が
り
ま
す
。

７月24日（日）限定７月24日（日）限定
花穂の刈り取りができます花穂の刈り取りができます

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
穂
を
刈
り
取
る
来
場
者

か 

す
い

口からはじまる健康な体づくり
子どもの口と歯の健康を守りましょう

なぜ、虫歯になるといけないの？なぜ、虫歯になるといけないの？

＜健康な口と歯を育てる4つの生活習慣＞＜健康な口と歯を育てる4つの生活習慣＞

くち

0
5
10
15
20
25
30
35
40

平成21年度虫歯保有率（全国・京都府比較）

京丹後市 全国京都府

2.98

23.0

2.50

21.6

35.4

1.80

　 規則正しい生活をしよう

　 おやつを見直そう

い
か
り

い
か
り

か すい  

1

2

3

4



《
い
の
ち
》つ
な
が
る
・
ひ
ろ
が
る

作品の説明をする藤原さん・奥
（平成22年11月29日、豪商稲葉本家で）

　先日、中学校の生徒が、自転車
で駅付近の道を半分ふさいで下校
していました。指導してください。
　　　　【住所不明・年齢不明・男性】

　全校集会やホームルームで、交
通のマナーの指導を引き続き行い、
生徒の交通マナー意識の徹底に
努めます。
　なお、交通マナーの悪い生徒を
見かけられたときは、皆さんも注
意をしてくださいますようお願
いします。　　　　　【学校教育課】
　　　　　　　　　　

中学生の交通マナーの指導をを

指導に努めますが、皆さんも
注意を

＜イラスト＞
中村秀雄さん（網野町網野）

京都府
市町村・地域自治功労者

高齢者叙勲
旭日単光章（地方自治功労）

春の褒章
藍綬褒章（更正保護功績）

全国市区選挙管理委員会
連合会表彰

京都府観光連盟
観光関連事業功労者表彰

▽
昨
年
11
月
、念
願
の「
フ
ァ
ミ
リ
ー
作
品

展
」を「
豪
商
稲
葉
本
家
」で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、

多
く
の
か
た
に
支
え
ら
れ
て「
今
、こ
こ
に

い
る
」と
の
思
い
を
深
く
感
じ
た
１
カ
月
で

し
た
。お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
の「
絆
」

は
、家
族
に
と
っ

て
大
切
な
財
産
と

な
り
ま
し
た
。

　

縁
の
深
い
久
美
浜
で
の
初
企
画
の
テ
ー

マ
は
、「《
い
の
ち
》つ
な
が
る
・
ひ
ろ
が
る
」

で
す
。

▽
未
曾
有
の
大
震
災
、大
津
波
、原
発
事
故

か
ら
１
０
０
日
余
り
。現
地
の
悲
惨
な
ニ
ュ

ー
ス
が
伝
え
ら
れ
心
が

痛
み
ま
す
。被
災
地
の
高

齢
者
が「
そ
れ
で
も
生
き

て
い
く
し
か
ね
ー
べ
」と

話
さ
れ
た
こ
と
が
脳
裏

か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

　

昔
、叔
母
が「
丹
後
大

震
災
や
戦
争
で
大
事
な

子
ど
も
を
死
な
せ
て
し

ま
い
悲
し
か
っ
た
。ほ
ん
で
も
生
き
て
い

か
な
し
ゃ
あ
な
い
」と
言
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。辛
抱
強
く
へ
こ
た
れ
な

い
、寡
黙
で
世
間
体
を
気
に
す
る
東
北
人

の
気
質
は
、わ
が
丹
後
人
に
相
通
じ
る
こ

と
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

▽
私
は
職
業
生
活
を
終
え
た
65
歳
か
ら
、

地
域
に
軸
足
を
置
い
た
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
ま
す
。役
に
立
つ
た
め
に
必

要
な
広
い
範
囲
の
社
会
福
祉
の
知
識
、技

術
を
並
行
し
て
勉
強
中
で
す
。そ
の
過
程

で
、京
丹
後
市
の
福
祉
現
場
の
か
た
が
た

と
の
交
流
や
実
感
か
ら
、心
配
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
の
社
会
現

象
に
よ
り
、生
活
の
基
盤
や
集
落
と
し
て

の
機
能
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
。さ
ら
に

自
死
・
自
殺
の
数
が
人
口
比
で
非
常
に
高

い
と
い
う
悲
し
い
現
実
で
す
。

▽
生
き
続
け
た
い
。で
も
、気
持
や
夢
だ

け
で
は
生
き
る
こ
と
は
無
理
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
。今
回
の
大
震
災
は
、「
大
切
な『
い

の
ち
』を
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

育
む
」こ
と
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
た

気
が
し
ま
す
。生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
な
が

ら
も
生
き
る
た
め
に
は
、一
人
で
苦
し
み

を
抱
え
込
ま
ず
、周
り
に
は
必
ず
〝
そ
っ

と
寄
り
添
い
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
〞

こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

藤原　克憲さん（71歳）
ふじわら かつのり

京都府城陽市在住
網野町網野出身
京丹後ふるさと応援大使

　町議会議員として昭和56年8月
から18年にわたり在職。平成8年の
「たんたんトンネル開通」に貢献す
るなど、その功績が評価されました。

　昭和58年10月から現在まで27年
にわたり保護司として活動。この間、
更正保護の推進に寄与するなど、
その功績が評価されました。。

　カニ専用の出荷調整施設の整備や
海水殺菌装置の導入により間人ガニ
の安定供給および衛生管理に取り組
み、その功績が評価されました。

　網野町議会議員から市議会議員
として通算17年にわたり地方自治
の発展と住民福祉の向上に寄与。
それらの功績が評価されました。

　平成15年3月から通算8年にわ
たり選挙管理委員として在職。選
挙の適正執行に尽くすなど、その
功績が評価されました。

　平成19年9月、市内の宿泊施設
の女将らにより発足。「アテンド列
車」や「着物のれん事業」など、観
光事業の推進に取り組んでいます。

みんなの 声

　平成21年6月の開局以来、地域に根
ざした活動を展開。住民主体のコミ
ュニティ放送局として地域に欠かせ
ない情報発信ツールとなっています。

　平成元年6月から23年間にわたり、
環境保全活動に尽力。中でも、内山
ブナ林散策の拠点となるブナハウス
の清掃や遊歩道整備を行っています。

いかが会 　　（大宮町五十河）

京丹後コミュニティ放送

京都府
環境保全功労者（団体）

京都府
地域力再生功労者（団体）
特定非営利活動法人

代表　福永 孝宣理事長

代表　田上 秀明さん

ブナハウス周辺を清掃するいかが会の皆さん

市内のイベントで総合司会を勤めるFMたんご
（昨年11月、京丹後商工祭）

春の叙勲
旭日小綬章（水産業振興功労）

【保護司】【元久美浜町議会議員】 【府漁業協同組合連合会代表理事会長】

【京丹後市議会議員】【座長　丸田 智代子さん】 【京丹後市選挙管理委員】
まる  た ち よ こ

稲
垣  

三
郎 

さ
ん

（
久
美
浜
町
栄
町
）

い
な
が
き

さ
ぶ
ろ
う

石
田  

富
子 

さ
ん

（
峰
山
町
内
記
）

い
し 

だ

と
み 

こ

佐
々
木  

新
一
郎
さ
ん

さ

し
ん
い
ち

（
丹
後
町
間
人
）

さ

き

ろ
う

奥
野  

重
治 

さ
ん

　
　
（
網
野
町
浅
茂
川
）

お
く 

の

し
げ
は
る

（
丹
後
町
間
人
）

今
西  

岩
雄 

さ
ん

い
ま
に
し

い
わ

お

京
丹
後

京
丹
後

宿
お
か
み
さ
ん
の
会

ふくなが たかのぶ

た うえ ひであき

ご意見箱から

▼
６
月
号
の
み
ん
な
の
広
場
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
で
、都
市
と
地
方
で
の
医
療
格
差
を
改
め

て
実
感
し
て
い
ま
す
。家
族
が
近
く
の
病
院

で
手
術
を
受
け
ら
れ
ず
、京
都
市
内
の
病
院

に
行
き
ま
し
た
。　
【
大
宮
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
６
月
号
の
み
ん
な
の
広
場
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
祖
父
の
毎
日
の
生
活
を
見
て（
医
者

に
な
る
）決
心
し
た
気
持
ち
は
素
晴
ら
し
い

で
す
。医
者
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。き
っ
と
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
医
者
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
応
援
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
６
月
号
の
京
都
府
の
ひ
ろ
ば
の「
も
の
づ
く

り
体
験（
和
カ
ン
ジ
キ
作
り
）」に
挑
戦
し
て

み
ま
す
。　
　
　
【
久
美
浜
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
5
月
22
日
開
催
の
K
T
R
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
ま
し
た
。多
く
の
課
題
に
対
し

て
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
い
ま
す
。6
月

18
日
か
ら
始
ま
っ
た
65
歳
以
上
の
乗
車
運
賃

を
2
0
0
円
に
す
る
社
会
実
験
に
も
注
目
。

利
用
し
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
丹
後
の
足
と
い
え
る
「
K
T
R
」
が
存
亡
の

危
機
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
高
校

時
代
は
、満
員
で
し
た
。多
く
の
人
が「
K
T
R
」

を
利
用
し
て
残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
K
T
R
存
続
の
努
力
は
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。先
日
、リ
ニ
ア
で
東
京
─
大
阪

間
を
1
時
間
と
か
…
新
幹
線
や
在
来
も
あ

る
の
に
、本
当
に
必
要
な
の
で
す
か
ね
。も

っ
と
、地
方
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
【
峰
山
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
ク
イ
ズ
に
当
た
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

岡
山
県
の
か
た
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

広
報
紙
を
通
じ
て
全
国
の
あ
ち
こ
ち
で
人

と
人
を
つ
な
い
で
い
る
。（
こ
の
広
報
が
）

絆
と
な
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め

て
感
動
し
ま
し
た
。【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
大
阪
か
ら
帰
省
し
て
３
年
。広
報
紙
に
市
内

の
情
報
が
分
か
り
や
す
く
載
っ
て
い
て
毎

月
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
30
代
・
男
性
】

▼
６
月
号
の「
F
M
た
ん
ご
」開
局
2
周
年
記

念
特
集
で
、「
F
M
た
ん
ご
」は
聞
い
て
み

た
い
。テ
レ
ビ
に
ラ
ジ
オ
が
つ
い
て
い
れ
ば
、

み
ん
な
簡
単
に
聞
け
る
と
思
い
ま
す
が
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
６
月
号
の
番
組
表
を
取
っ
て
お
い
て
、F
M

た
ん
ご
を
聞
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
6
月
号
の
子
宝
を
願
う
「
の
ぼ
り
立
て
」。

本
当
に
不
思
議
な
風
習
で
す
ね
。
1
0
0

年
間
も
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
感

心
し
ま
し
た
。若
い
夫
婦
に
と
っ
て
、地
域

の
絆
に
な
る
の
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
6
月
号
の
表
紙
の
川
戸
さ
ん
。こ
ん
な
に
活

躍
し
て
い
る
か
た
が
同
じ
町
内
に
い
る
こ

と
を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
弥
栄
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
赤
ち
ゃ
ん
、か
わ
い
か
っ
た
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
50
代
・
女
性
】

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

いかが
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母：絵里香さん　父：翔さん
　　　弥栄町芋野（舞鶴市字北吸）

福田 一太ちゃん（男の子）
5月生まれ・3,358グラム

え り か しょう

いっ たふく だ

里

１
位　

峰
山　

  

86
点

２
位　

網
野　

  

75
点

３
位　

宮
津　

  

55
点

４
位　

加
悦　

  

41
点

５
位　

宇
川　

  

37
点

６
位　

江
陽　

  
33
点

７
位　

久
美
浜  
31
点

８
位　

橋
立　

  

31
点

優勝杯を手にしたG・Kingsの皆さん

市民野球大会

18チームが熱戦　

今
年
で
７
回
目
を
迎
え

た
京
丹
後
市
民
野
球
大
会

（
市
野
球
協
会
ほ
か
主
催
）

が
５
月
８
日
、峰
山
球
場

で
開
幕
。市
内
の
社
会
人

ら
で
作
る
18
の
野
球
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

 

G
・
K
i
n
g
s
と
レ
ジ

ェ
ン
ズ
が
決
勝
に
進
み
、

６
月
12
日
、
10
対
１
で
G
・

K
i
n
g
s
が
優
勝
し
ま

し
た
。

優
勝

G
・
K
i
n
g
s

　

峰
山
途
中
ケ
丘
公
園
で「
丹
後

ブ
ロ
ッ
ク
中
学
校
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
」（
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク
中

学
校
体
育
連
盟
ほ
か
主
催
）が
６

月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

丹
後
２
市
２
町
の
中
学
校
18

校
か
ら
５
７
７
人
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
各
競
技
種
目
に
挑
戦
。額
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、峰
山
中
学
校
が
男
女

と
も
に
高
得
点
を
マ
ー
ク
し
、１

位
に
輝
き
ま
し
た
。

第二校区が総合優勝

峰
山
中
男
女 

総
合
で
１
位

丹
ブ
ロ
で
５
７
７
人
が
汗

１
位　

峰
山　

  

113
点

２
位　

江
陽　

  

97
点

３
位　

大
宮　

  

70
点

４
位　

弥
栄　

  

63
点

５
位　

網
野　

  

47
点

６
位　

加
悦　

  

42
点

７
位　

久
美
浜  

41
点

８
位　

宮
津　

  

41
点

第46回
丹後ブロック中学校陸上競技選手権大会

男
子
総
合
得
点

女
子
総
合
得
点

順
位
・
得
点

《
結
果
》

男子800㍍で一斉にスタートする各校の選手

　

６
月
19
日
、第
44
回
峰
山

ス
ポ
ー
ツ
祭
典（
市
体
育
協

会
峰
山
支
部
、峰
山
町
公
民

館
連
絡
協
議
会
主
催
）が
、

峰
山
途
中
ケ
丘
公
園
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
峰
山
町
内
を
８

地
区
に
分
け
て
実
施
。約
１

０
０
０
人
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

な
ど
９
競
技
の
ス
ポ
ー
ツ
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

９
競
技
に
１
０
０
０
人
が
熱
戦

峰
山
ス
ポ
ー
ツ
祭
典

優　勝  吉　原  70.5点
準優勝  新　山  58.5点
３　位  五　箇  50.5点
４　位  丹　波  50.0点
５　位  峰山西  45.5点
６　位  峰山南  41.0点
７　位  長　岡  39.0点
８　位  峰山東  38.0点

団体戦で行われたグラウ
ンドゴルフ

　祭典の開会を告げる聖火
を持って走る、峰山小の板
倉良太君（6年）＝写真右＝
と寺田莉歩さん（5年）。

大宮町体育大会
　

６
月
19
日
、第
8
回
大

宮
町
体
育
大
会
（
市
教
委

主
催
）が
、大
宮
庁
舎
前
駐

車
場
を
主
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、同
町
内
を

６
地
区
に
分
け
て
実
施
。約

６
５
０
人
が
フ
ッ
ト
サ
ル
な

ど
７
競
技
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

《地区対抗・総合成績》

ス
ポ
ー
ツ
で
６
５
０
人
が
交
流

優　勝  第二校区  32.0点
準優勝  口 大 野 23.0点
３　位  善 王 寺 20.0点
４　位  周　　枳  18.0点
５　位  河　　辺  17.5点
６　位  第三校区  12.5点

《地区対抗・総合成績》

ファミリーの部で手をつな
いでゴールする参加親子（ロ
ードレース）

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

京たんごスポーツ京たんごスポーツ京たんごスポーツ

たんすぽ
たんすぽ

このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を
喜ぶご家族の姿を紹介します。詳しくは秘書広報広聴
課「生命の絆」係まで　　：　69－0110

山副理容院（峰山町矢田）
スタジオムーブ（峰山町荒山）
サロン　ド　フジタ（峰山町新町）
ヘアーサロン太郎＆花子（峰山町新町）
サロン ド ヴィー（峰山町杉谷）
ヨシダ理容院（峰山町杉谷）
俵公喜理容室（峰山町安）
おしゃれサロンぽけっと（峰山町菅）
ヘアーサロンラビット（峰山町菅）
Ｇムーン（峰山町二箇）
山中美容室（峰山町五箇）

トッティー（大宮町河辺）
ROOM hair（大宮町善王寺）
享子美容室（大宮町奥大野）
デビュー ファミリア（大宮町周枳）
ベル美容室（網野町網野）
サフラン美容室（網野町網野）
サロン・ドゥ・ヴォーグ（網野町網野）
パール美容室（網野町網野）
プリマドンナ（網野町網野）
こやま理容院（網野町網野）
やまぞえ美容室（網野町網野）
野村理容院（網野町網野）

みのり理容所（丹後町間人）
美容室もーど（丹後町吉永）
エリカ美容室（丹後町成願寺）
エミー美容室（丹後町上野）
カワト理美容室（弥栄町和田野）
北垣理美容室（弥栄町和田野）　
きしもと美容室（久美浜町栄町）
ヘアーショップキシモト（久美浜町十楽）
理容サロン みやもと（久美浜町土居）
すなお美容室（久美浜町土居）
男床屋（久美浜町浦明）
さかごし理容室・美容室（久美浜町坂井）

広報広報

　市行財政改革推進計画に掲げる「若い世代への市政情報の提供」

の取り組みとして、より多くの市民の皆さんに広報紙を読んで

いただくために、6月から市内の美容室や理容店、金融機関に広

報紙を配置しました。

　配置している店舗を紹介します。

京都銀行（3支店）
北都信用金庫（市内8支店）
但馬信用金庫（久美浜店）
京都農業協同組合（市内6支店）
郵便局㈱（峰山郵便局）
京都府信用漁業協同組合連合会（2支店）

　美容室・理容店（町別・順不同）

金融機関

が、美容室・理容店、金融機関で読めます

京都府丹後文化会館　インフォメーション京都府丹後文化会館　インフォメーション

英国王のスピーチ
7/18 （月・祝）

京都フィルハーモニー
室内合奏団コンサート

8/7 （日）

丹後映画大好き劇場

　チケットなどの詳細は 
　京都府丹後文化会館　　62-5200

赤ちゃんも
入場OK

上映開始…①10：00
②14：00 ③18：30
京都府丹後文化会館
　　　　　（峰山町杉谷）
【一般】前売1,200円（当
日1.500円）【高校生以下】
前売・当日500円【シニ
ア】（60歳以上・要証明）
1,000円※全席自由

開演…14：00
　　　（開場・13：30）
京都府丹後文化会館
　　　　　（峰山町杉谷）
前売・【一般】1,800円【子
ども（3歳～小学生）】800円
【親子ペアー券】2,400
円（当日券各500円増）
※全席指定
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　今月号に掲載された記事からクイズを出題し
ます。全問正解者の中から抽選で5人のかたに
図書カード500円分をプレゼント！

◆応募方法 ◆6月号の答え

北近畿タンゴ鉄道で65歳以上を対象に運賃○○○円の実証運行
峰山幼稚園に高さ4.5㍍の木製遊具「○○○○タワー」が完成
山陰海岸ジオパークの「スタンプ○○○」が7月23日から始まる

はがきに ①クイズの答え（○の中に入る
数字や文字）②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④
年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の感想やイラス
トなどを明記して、秘書広報広聴課まで（宛
先は裏表紙を参照）。なお、いただいた感想や
イラストは広報紙に掲載することがあり
ます。※6番目の項目も忘れず記入ください。
◆締め切り
7月22日（金）当日消印有効。当選者の発表は
来月号のこのコーナーで。

①たんご　②子ども　③うら嶋

◆6月号当選者
鴨田 久夫さん（大宮町善王寺）
小森 美幸さん（久美浜町海士）
志水 春美さん（網野町下岡）
地部 虎太朗さん（網野町木津）
松尾 裕平さん（網野町掛津）

応募総数24人、全員正解でした。た
くさんのご応募ありがとうございま
した。

おめでとうございます！

　読売新聞が運営する人気サイト「発言
小町」発！2010年一番泣けたトピック
の書籍化。「子供を持つ実感を味わってみ
たい。私を本当のお母さんだと思って、手
紙を書いてくれませんか？」──。心を打
つ呼びかけに集まった、元気になる手紙集。

■お母さんに手紙をくださいヒルダ・ファン・ストックム／作・絵
ふなと　よし子／訳　福音館書店

大手小町編集部／編
　飛鳥新社

　オランダで凍った運河や水路をつたっ
てスケートで遠足に出かけ、いろいろな
人の親切に出会い、友達との友情を深め
ていく物語。大切なものは物やお金では
なく家族や友達、お互いの思いやりであ
ることを改めて感じさせられる一冊です。

■楽しいスケート遠足

牛乳パックで工作する参加者

完
成
し
た
万
華
鏡
を
の
ぞ
き
込
む

子
ど
も
た
ち

市職員人事異動

 准看護師
 看護師

大畠 和也

田中 紗織

松尾 彰子

横島 美和子
月川 祥代

久　川 由美子

こお

いっさつかんあらた

おもたがともだちか ぞく

かねものたいせつものがたり

ふかゆうじょうともだちで   あしんせつひと

でえんそく

うん が すい ろ

たの えんそく

「光の万華鏡」作りを体験
弥栄図書室

　田 敏郎原

 

 看護師

 作業療法士

 看護師

新規採用 [7月1日付] 
弥栄病院　《看護部》

久美浜病院《技術部》

　　　　　《看護部》

退 職 
［5月31日付］ 

［6月30日付］
（弥栄病院看護部 看護師）

（弥栄病院診療部 総合診療科部長）

イベント情報
　

皆
さ
ん
が「
ジ
オ
パ
ー
ク
」に
つ
い
て
親

し
み
、学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
次
の
と

お
り
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。こ

の
夏
は
、ぜ
ひ
、山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

魅
力
を
体
験
・
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ジ
オ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ジ
オ
パ
ー
ク
を
歩
こ
う
！

＊
第
１
回
＊
７
／
18
（月）

　
か
ぶ
と
山
と
久
美
浜
湾

＊
第
２
回
＊
７
／
30
（土）

　
断
層
を
歩
く

＊
第
３
回
＊
８
／
19
（金）

　
化
石
と
高
温
水
晶
を
探
す

＊
第
４
回
＊
８
／
28
（日）

　
鳴
き
砂
の
浜
を
歩
く

＊
第
５
回
＊
９
／
４
（日）

　
神
鍋
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

豪
華
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

ジ
オ
エ
リ
ア
を
巡
っ
て

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

今月のおすすめ

  　

先
月
号
に
続
き
今
回
は
、弥
栄
町
野
中
に

あ
る
宝
篋
印
塔
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

野
中
区
の
宝
篋
印
塔
は
、も
と
は
阿
弥
陀

堂
と
い
う
お
堂
に
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、現

在
は
野
中
公
民
館
横
の
一
角
に
五
輪
塔
や
石

仏
と
と
も
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
宝
篋
印
塔
は
、一
番
下
側
に
あ
た
る

基
壇
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
上
の
基

礎
の
部
分
に「
至
徳
４
年
10
月
」（
１
３
８
７

年
）の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
至

徳
」元
号
は
、南
北
朝
時
代
の
北
朝
方
の
も
の

で
す
。

　

ま
た
基
礎
に
は
、コ
ウ
モ
リ
が
翼
を
広
げ

た
よ
う
な
形
の
文
様
が
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、丹
波
・
丹
後
・
但
馬
地
域
の

宝
篋
印
塔
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
も
の
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
中
区
の
宝
篋
印
塔
は
、完
全
な
形
で
は

な
い
も
の
の
、刻
ま
れ
た
銘
文
か
ら
南
北
朝

時
代
の
特
徴
を
よ
く
伝
え
て
い
る
点
が
評
価

さ
れ
、昭
和
49
年
７
月
17
日
付
で
弥
栄
町
指

定
文
化
財（
工
芸
品
）に
指
定
。京
丹
後
市
発

足
に
あ
わ
せ
京
丹
後
市
指
定
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
宝
篋
印
塔
の
あ
る
野
間
地
域
は
、

昭
和
23
年
に
竹
野
郡
へ
編
入
さ
れ
る
ま
で
は

与
謝
郡
で
し
た
。公
民
館
の
前
に
あ
る
大
宮
神

社
に
は
、正
慶
元
年（
１
３
３
２
年
）の
棟
札

が
残
っ
て
お
り
、「
永
久
保
」と
い
う
地
名
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
宝
篋
印
塔
は
、大
宮

神
社
と
と
も
に
、当
時「
永
久
保
」と
呼
ば
れ

た
こ
の
地
域
の

歴
史
を
物
語
る

資
料
と
い
え
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課
）

　5月29日、大宮図書室で工作教室“やじろべえで
あそぼう”を開催しました。参加した親子連れ29
人は、倒れそうで、倒れない不思議でおもしろい“や
じろべえ”のバランスについて身近な材料で実験
した後、鳥のやじろべえを製作。それぞれ、バラン
スを考えながら木の枝にとまらせるなどして遊
びました。

　５月21日、弥栄図書室の「春のお楽しみ会」に
親子連れなど36人が参加しました。
　キーボードの演奏に合わせて大型紙芝居「あ
ひるのおうさま」を朗読。演奏が物語を引き立て、
子どもたちは紙芝居に魅了されていました。　
　その後、牛乳パックで、「はばたきどり」や「ウ
サギ」を工作しました。

あ

み

だ

き 

だ
ん

し

む
な

な
が

南北朝時代の特徴を伝える石塔

《
宝
篋
印
塔
と
は
》

中
国
で「
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
」と
い
う
お
経
を
納
め
た
塔
の
こ
と
。

と
く

ど
う

ひ
さ
の
ほ

も
ん
よ
う

ほ
く
ち
ょ
う
が
た

１
３
０
０
年
代
に
製
作
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
石
塔（
野
中
公
民
館
で
保
管
）

だ

ら

に
き
ょ
う

ふ
だ

　

京
丹
後
市
か
ら
鳥
取
市
ま
で
広
が

る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
、
よ
り
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
７
月
23

日
か
ら
来
年
１
月
末
に
か
け
て
、「
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
内
に
あ
る
拠
点
施
設

や
関
連
施
設
な
ど
計
30
数
カ
所
の
施

設
か
ら
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
ス
ポ
ッ

ト
を
５
カ
所
以
上
巡
っ
て
、
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
で
豪
華
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

こ
の
夏
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
内
を

巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

詳
細
は
各
施
設
に
置
か
れ
て
い
る

ス
タ
ン
プ
台
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

　　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
内
に
は
た

く
さ
ん
の
ジ
オ
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
夏
休
み
、
ジ
オ
サ
イ
ト
を
歩
い

て
学
び
、
心
地
よ
い
汗
を
か
い
て
み
ま

せ
ん
か
？

ぐら
ぐら

ぐら

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

※
ジ
オ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
詳
細
は
、

７
月
８
日
発
行
の
「
き
ょ
う
た
ん

ご
お
知
ら
せ
版
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
ス
タ
ン
プ
台
紙
配
付
施
設
》

　

◎
道
の
駅

　

  

・
て
ん
き
て
ん
き
丹
後

　

  

・
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷

　
 

・
く
み
は
まS
A
N
K
A
I
K
A
N

◎
琴
引
浜
鳴
き
砂
文
化
館

　

◎
浅
茂
川
温
泉
静
の
里

　

◎
弥
栄
あ
し
ぎ
ぬ
温
泉

　

◎
宇
川
温
泉
よ
し
野
の
里

し
ょ
う
け
い

図書館だより図書館だより
◆開館時間／10時～18時 （峰山・あみののみ水曜は19時まで）
　　　　　　学校などの夏季休業期間（7/21～8/28）は9時開館
　　　　　　毎週月曜・毎月1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆問い合わせ先／　峰山図書館（　62-5101） 大宮図書室（　69-0672）
　　　　　　　　あみの図書館（　72-4946） 弥栄図書室（　65-2101）
　　　　　　　　久美浜図書室（　82-1771） 丹後図書室（　69-0664）

◆貸出／1人20点まで・2週間

7月図書館カレンダー
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31   1  2   3   4   5   6
 7   8   9  10 11 12 13

日 月 火 水 木 金 土

8

問1
問2
問3

広報クイズ広報クイズ広報クイズ

京
丹
後
市
の
文
化
財

京
丹
後
市
の
文
化
財

60

き
ょ
う
い
ん
と
う

ほ
う宝

篋
印
塔

野
中
区

ご 

り
ん

60（
弥
栄
町
野
中
）

おもしろ「やじろべえ」を製作

「大型紙芝居」に親子連れ魅了
あみの図書館

大宮図書室

　5月22日、あみの図書館で「光の万華鏡・
作ってあそぼう！」と題して科学あそび教
室を催しました。子ども30人、大人15人の
参加者は、光に関する本の紹介や実験をし
た後、「光の万華鏡」を作りました。分光シ
ートを通して見える美しい模様に子ども
たちは目を輝かせていました。

と
う

小金山

中津田中
公民館 宇川宇川
中津田中
公民館

野中地区公民館野中地区公民館

546

546
黒部小学校黒部小学校

566

宝篋印塔

482

至　丹後町至　丹後町

57

5757

至　峰山町至　峰山町

野間小学校野間小学校

大宮神社大宮神社

まん  げ きょう
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地
域
の
資
源
使
い
　

            

６
次
産
業
を
展
開
　  

認定証と商品を手に意気込むのうゆう会（農結会）
のメンバーたち（久美浜町女布地内の越江さんの
ほ場で）

　

農
産
物
の
生
産
（
１
次
産
業
）
か
ら
加
工
（
２

次
産
業
）、
販
売
（
３
次
産
業
）
ま
で
を
手
掛
け

る
「
６
次
産
業
」（
足
し
て
も
掛
け
て
も
「
６
」）

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
有
機
農
業
に
取
り
組
む

市
内
の
５
人
の
農
家
が
、
シ
ョ
ウ
ガ
を
つ
く
だ

煮
に
加
工
し
て
販
売
す
る
事
業
に
乗
り
出
し
た
。

単
に
〝
い
い
も
の
を
作
る
〞
か
ら
〝
消
費
者
が

求
め
る
い
い
も
の
を
作
る
〞
へ
。
自
ら
の
手
で

農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
新
た
な
挑
戦
が

始
ま
っ
た
。

　

取
り
扱
う
商
品
は「
し
ょ
う
が
の
た
い
た
ん
」。

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
日
本
都
市
農
村
交
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
会
の
「
都
市
農
村
交
流
事
業
」
の

取
り
組
み
で
商
品
化
さ
れ
た
も
の
で
、
都
市
部

の
料
亭
な
ど
で
食
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
ど
、こ
の
事
業
に
携
わ
っ

て
き
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
中

心
に
な
っ
て「
の
う
ゆ
う
会（
農

結
会
）」（
越
江
雅
夫
代
表
＝
久

美
浜
町
女
布
、写
真
・
前
列
右
＝
）

を
結
成
。
製
造
販
売
ま
で
取
り

組
む
こ
と
と
な
っ
た
。「
の
う

ゆ
う
会
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
、

こ
の
初
冬
に
は
、
市
内
の
旅
館

な
ど
で
料
理
の
付
け
合
わ
せ

に
使
っ
て
も
ら
っ
た
り
道
の

駅
な
ど
で
土
産
物
と
し
て
販

売
し
た
り
す
る
考
え
だ
。

　
「
本
格
的
な
シ
ョ
ウ
ガ
の
栽
培
は
初
め
て
。

手
探
り
の
ス
タ
ー
ト
」
と
苦
笑
す
る
メ
ン
バ
ー

た
ち
だ
が
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
一
切
使
わ
な

い
農
法
で
計
15
�
を
栽
培
。
今
年
は
、
６
０
０

㌔
の
収
穫
を
見
込
ん
で
い
る
。「
獣
害
を
受
け

に
く
い
の
も
魅
力
の
一
つ
」
と
メ
ン
バ
ー
の
中

川
秀
雄
さ
ん
（
大
宮
町
延
利
＝
写
真
・
後
列
中

央
＝
）
は
期
待
を
込
め
る
。

　

加
工
は
、
こ
の
商
品
の
開
発
を
手
掛
け
た
京

都
市
の
惣
菜
加
工
メ
ー
カ
ー
が
請
け
負
う
。「
京

丹
後
の
シ
ョ
ウ
ガ
は
、
み
ず
み
ず
し
く
て
香
り

高
い
」と
尾
上
一
幸
同
社
社
長（
写
真
・
後
列
右
）。

「
シ
ョ
ウ
ガ
の
つ
く
だ
煮
は
、
京
丹
後
で
は
か

つ
て
食
卓
に
並
ん
で
い
た
郷
土
料
理
。
素
材
を

生
か
し
た
製
法
で
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

味
に
限
り
な
く
近
づ
け
た
」
と
話
す
。

「
の
う
ゆ
う
会
」
と
い
う
名
称
に
は
、
農
家
の

輪
が
広
が
れ
ば
と
の
思
い
を
込
め
た
。
成
功
す

れ
ば
雇
用
拡
大
へ
の
期
待
も
高
ま
る
。「
地
域

の
特
産
品
と
し
て
育
て
上
げ
、
さ
ら
な
る
生
産

拡
大
を
し
た
い
」（
越
江
代
表
）
と
張
り
切
っ
て

い
る
。

　

今
年
３
月
に
は
、
金
融
面
な
ど
で
活
動
を
支

援
す
る
通
称
「
６
次
産
業
化
法
」
が
施
行
。
こ

の
６
月
に
は
、
同
会
が
市
内
第
１
号
と
な
る
農

水
省
の
「
６
次
産
業
化
事
業
計
画
」
の
認
定
を

受
け
、
活
動
に
勢
い
が
付
い
た
。

　
「
京
丹
後
に
は
地
域
資
源
が
豊
富
に
あ
り
、

新
た
な
事
業
展
開
へ
の
可
能
性
も
未
知
数
。
何

よ
り
農
業
の
幅
が
広
が
る
。
地
域
に
眠
っ
て
い

る
郷
土
料
理
・
家
庭
料
理
は
他
に
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
が
そ
れ
ら
を
掘
り
起
こ

す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
い
い
」（
越
江
代
表
）。

 
に
ょ
う え

ち

え

の
ぶ
と
し

そ
う
ざ
い

お
の
う
え
い
っ
こ
う

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

ひと ・人・ ヒトひと ・人・ ヒト ひとひと ・人・ ヒト

2011.07
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熱中症を防ごう！
こまめな水分・塩分補給
外出時は帽子の着用
無理な運動はしない  など

！！！！

！！！！

！！！！

京
丹後
人

▼
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
暑
さ

で
頭
が
ボ
ー
っ
と
し
た
り
、
食

欲
が
な
く
な
っ
た
り
、
寝
付
け

な
か
っ
た
り
・
・
・
と
、
気
が
重

く
な
り
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
夏

を
「
ス
カ
ッ
」
と
過
ご
し
て
、

夏
の
思
い
出
を
作
り
た
い
！
と

思
っ
て
い
ま
す
。
海
で
泳
ぎ
、

山
に
登
り
、
花
火
を
見
る
。
身

近
な
場
所
を
散
策
し
て
京
丹
後

の
再
発
見
も
い
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

▼
広
報
担
当
と
し
て
は
、ち
ょ
っ

と
す
て
き
な
花
火
写
真
を
撮
り

た
い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
も
５
ペ
ー

ジ
を
参
考
に
、
撮
影
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。「
ヨ
シ
ッ
」
と
い
う

の
が
あ
れ
ば
、
メ
ー
ル
や
郵
送

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
／
遼

15のうゆう会（農結会）
「しょうがのたいたん」を商品化

人口・世帯数

男　　   29,369人
女　　   31,373人
計　　   60,742人
世帯数　22,228世帯

（－8）
（－30）
（－38）
（＋3）

6月1日現在・カッコ内は前月比。
住民基本台帳による。

つ
ぶ
や
き

つ
ぶ
や
き


